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【はじめに】近年、畜産業ではアニマルウエルフェアが注目され、快適性に配慮した飼養管理を

行っている。それでも感染性疾病や飼養環境に由来するストレスは家畜の健康を損なう原因であ

り、ストレスが畜産物の品質を左右する可能性が示唆されている。そこで、家畜のストレスを定

常的・定量的にモニタリングする技術が必要である。ELISA や HPLC は、煩雑な処理及び長時間

の測定が必要であるため、簡便・短時間でストレスマーカーを定量する技術が求められている。

我々はストレスマーカーであるコルチゾール(Cort)に着目し、ツインセンサーを搭載した QCM と

フローインジェクション(FIA)技術を組み合わせることで PBS 中の Cort 濃度を連続かつ高速に測

定できることを報告している[1]。今回、牛乳中のコルチゾール濃度の計測を試みたので報告する。 

【実験と結果】前回報告した通り、マイクロフローセル型 QCM（日本電波工業製）と FIA を組み

合わせた測定器を用いた。キャリアバッファーは PBS とし、サンプルとして PBS に市販の牛乳を

10 倍希釈したものを用意した。前回と同じ表面処理では、牛乳中の夾雑物質の非特異吸着の影響

により安定した測定が困難であることが判明した。そのため、非特異吸着防止のため、合成高分

子によるコーティング等、数段階の表面処理を実施した。このツインセンサーを用いて実サンプ

ルを測定したところ、サンプルがフローセルを通り抜けた後に ch1、ch2 ともに非特異吸着による

周波数変化が確認されたが、それらの周波数差はほぼ 0 であり、非特異吸着の影響を受けにくい

センサーチップであることが確認できた（図１）。サンプル溶液中に競合物質と濃度既知の Cort

を添加して検量したところ、1pg/mL から 400pg/mL まで直線的な周波数変化が見られたことから、

乳中においてもコルチゾールを高感度に測定できることが明らかとなった。 

 

図 1 牛乳サンプルの計測と再生例     

【参考文献】伊藤 他、2012 年秋季 第 73 回応用物理学会学術講演会 

第 61 回応用物理学会春季学術講演会　講演予稿集（2014 春　青山学院大学）

Ⓒ 2014 年　応用物理学会

19p-E15-15

12-478


